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教科・科目 対象学年 単位数 教科書（発行者） 補助教材（発行者）

音楽 ２年 ２ 音階（各楽器の基本的な形式）

器楽 (音楽コース) 各自が用意する教則本

(管楽器) 曲は各自の進度に応じて選曲

科目の概要 管楽器演奏の要となる音色作りを基本とした奏法を身につける。また、必要なテクニックを

と目標 身につけ、各自が専攻する管楽器を通して、個性や音楽性を表現できる高度な技術習得を目指

す。

授業の進め 年間を通じて個人レッスンの形態で行う。基礎基本であるロングトーンや音階練習を毎回行

方 い、奏法の確立をめざし研究を積む。また各自に与えられた教則本や、独奏曲も同時進行で行

うため、練習時間確保が鍵である。まず、よくさらい、研究し、意欲的且つ素直な気持ちでレ

ッスンに臨むことが大切である。

評価の観点 第１・２・３学期共、実技試験では、｢スケール｣｢自由曲｣の総合点が評価となる。自由曲の

と方法 選曲については、先生と相談し、各自のレベル・目標に応じて行う。

音色や技術だけでなく、音楽の構造への理解、音楽的な解釈の妥当性、曲の完成度、本人が

音楽的に表現しようとしているか等を評価する。

学 単元・学習項目 学習内容・到達度目標

期

音色作り

１

音階【アルペジオを含む】

学 （♯・♭２つまでの長調と短調）

［内容］

年 期 教則本 ・奏法の確立（美しく安定した音色・音域の拡大）

・演奏テクニックの充実

間 各自の選択曲 ・奏法上の弱点の補強

・より音楽的な表現の工夫

の 音色作り

２ ［到達度目標］

授 音階【アルペジオを含む】 ・それぞれの楽器が持っている本来の美しさを追

学 （♯・♭４つまでの長調と短調） 求した音色作りを目指しているか。

業 ・音域による音色や音程のムラがなく、各楽器ら

期 教則本 しい音色を奏でているか。

内 ・楽譜に忠実な演奏を目標としているか。

各自の選択曲 ・楽曲の構成をふまえた演奏ができる。

容 ・各自の音楽性を演奏に生かし、より高度な表現

音色作り を目指しているか。

３

音階【アルペジオを含む】

学 （♯・♭６つまでの長調と短調）

期 教則本

各自の選択曲


